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2010年７月には朝顔の葉
が生い茂ってグリーンカーテ
ンになりましたが、害虫に悩ま
され、開花せずにしぼんでいく
蕾もありました。大阪市ゆとり
みどり振興局主催の『緑の
カーテン＆カーペットコンテス
ト』の「その他部門」において優
秀賞を頂いたことを励みにし
て、来年こそは朝顔の花を満開にさせたいと考えています。

来年こそ、朝顔を満開に。

地域・社会とのかかわり
荒川化学グループは学術、文化、地域貢献などさまざまな活動を通じ、
地域とともに歩む、信頼される企業を目指します。

株主・投資家とのかかわり
荒川化学グループは、IR・広報活動を通じ、株主や投資家の皆様からのご理解、
ご信頼にお応えできるように努め、企業価値の持続的な向上を目指しています。

■関西外国語大学、梧州学院、
　南京林業大学、に奨学金を授与
荒川化学グループでは、

ロジン（松やに）の産地として
ゆかりの深い中国との国際
交流や産業の発展に貢献で
きる人材の育成に貢献する
ため、関西外国語大学「関西
外大・荒川化学・戸毛敏美奨
学金」、中国での梧州学院及
び南京林業大学｢南京林業
大学紙パルプ基金会」を通じ
て学生への奨学金による援
助活動をおこなっています。

梧州学院奨学金授与式

南京林業大学奨学金授与式

富士工場での献血

富士工場／６月 小名浜工場／６・10月 筑波研究所／６月

ペルノックス／7月 水島工場／9月 本社／11月

高圧化学／11月 大阪工場／11月 研究所／11月

義援金の贈呈

■中国・大地震に対して義援金を寄付
荒川化学グループは、２０１０年４月に発生した中国青海
省玉樹地震の被災地区に対
する復旧・復興支援の一助
として、梧州市赤十字社を
通じて義援金100万円を寄
付しました。

■IR活動
アナリスト・機関投資家向け決算説明会を年2回開催し､
社長自らが､事業内容や経営成績､中期経営計画の進捗､
今後の展望について説明するとともに､参加していただい
た皆様からのさまざまなご質問にお答えしています。 
また､個人投資家の皆様に向けては当社の事業内容へ
のご理解を深めていただくため、「日経IRフェア2010」に出
展しました｡当社製品が日常生活で使われている具体的な
実例を展示物で示すとともにロジンや超淡色ロジンの実
物も展示し､当社社員がご来場いただいた皆様に丁寧に説
明しています。

■広報活動
株主や投資家の方々を対象とした､さまざまな資料を提
供しています｡ホームページでは決算短信をはじめとする
適時開示資料、有価証券報告書､決算説明会資料などを速
やかに掲載しています。
また、当社グループのことを幅広くご理解いただくため、
当社と馴染みの深い松の木をモチーフとしたキャラクター
「マツタロウ」による事業紹介や荒川歴史館を紹介するコー
ナーなどを設けています。

■ステークホルダーへの貢献
当社グループでは、すべてのステークホルダーから信頼

される企業となるため、顧客ニーズや社会の変化に迅速
な対応が可能となる事業基盤の構築を第2次中期5ヵ年経
営計画の基本方針に掲げ、グループ最適の経営を目指して
います。 
● コーポレートガバナンス体制の更新・改革による、企
業価値の維持・向上 
● 取引先と連携したサプライチェインマネジメント体制の
構築
●品質・環境・保安管理システムの構築
●当社グループに適した社会貢献の推進 

■株主還元策
当社は、安定的かつ継続的な配当を維持しつつ、積極
的な株主還元策に取り組むことを基本方針としています。
配当につきましては、連結配当性向30%程度を目処とし
て、安定的な配当水準の維持に努めていきます。

■神農祭
当社本社近くの大阪市中央区道修町には、日本の薬の
神「少彦名命」と中国の薬の神「神農氏」をお祭りしている
少彦名神社があります。この神社で古くから続く『神農祭』
という祭りが、２０１０年も１１月２２・２３日に盛大におこなわ
れました。神社前の通りには、製薬会社が自社製品の薬の
箱をぶらさげたのぼりが数多くならび、薬の町・道修町なら
ではのユニークな光景が見
られます。当社は昔から氏
子として深く関わりがあり、
無病息災・家内安全のお守
りである「張り子の虎」が飾
られた笹をいただき、１年の
健康をお願いしています。

■献血活動
日本赤十字社主催の『献
血キャンペーン』などの機会
に、多くの従業員が献血を
おこないました。

■地域の美化・清掃活動
多くの従業員が積極的に参加し、事業所周辺地域のゴミ
収集や道路脇の除草、側溝の清掃などをおこないました。

■研究所の緑化活動、朝顔グリーンカーテン
景観の美化や省エネルギー効果にも期待して、研究所

（大阪市）では、屋上と壁面の緑化に取り組んでいます。

経営企画室
笠原 由起子

フェアやマツタロウを通して親しみやすい企業に

当社の製品は身近なものに多く
使われているのですが、残念なが
ら一般の方はほとんどご存じあり
ません。IRフェアでは、新聞や
チューインガム、携帯電話などを展
示して、当社の製品がどんな風に
使われているのかをご説明しまし
た。生活の色んな場面で、知らない
間に当社の製品に触れていること
に驚かれる方が多かったです。ブースに来ていただいた方
にお渡ししたキャラクターのマツタロウグッズは、ブログで
紹介されるなど好評でした。
また、ホームーページもリニューアルし、見やすく内容も
充実しました。マツタロウの親しみやすさが、当社の親しみ
やすさへの一助になればよいなと思っています。

決算説明会風景

キャラクター「マツタロウ」の各種ノベルティグッズ

「日経IRフェア２０１０」出展風景

ホームページでの情報提供例　
http://www.arakawachem.co.jp/

開発推進部  濱村 智章
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